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研究要旨 2010年度全国油症一斉検診の受診者489名において骨密度を測定し、

ダイオキシン類濃度との関連について検討した。女性の 36%、男性の 4%に YAM%70

未満の骨密度低下を認め、骨粗鬆症と判定された。末梢血ダイオキシン類濃度

と骨密度との関連を男女別に解析すると、居住地および body mass index で調

整した場合、女性において 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD と骨密度(Z スコア)との間に負

の関連を認めた。 

 

A. 研究目的 
油症患者へのアンケート結果から、

血中ダイオキシン類濃度の増加と、

身長の縮みとの間に正の関連がある

ことが判明し、2007 年度より福岡県

および長崎県の油症検診において、

2009 年度からは全国の検診会場にて

骨密度測定が施行されている。骨密

度とダイオキシン類濃度との関連に

ついて評価検討することが本研究の

目的である。 

 

B. 研究方法 
2010 年度に油症一斉検診に参加し

た489名のうち、二重Ｘ線吸収法（DXA）

にて骨密度測定を行った受診者を対

象とした。検診においては、骨粗鬆症

の治療歴の有無を、油症相談員より聴

取、もしくは問診票を用いて確認した。 

骨密度は非利き腕の橈骨遠位端を

DXA 法にて測定した。機材は ALOKA 

DCS-600EX（福岡県、大阪府、高知県）、

東洋メディック Discovery Wi（広島県、

島根県）、DTX-200（長崎県）、ホロジ

ック Delphi A（埼玉県）を用いた。

若年成人（20-44 才）の平均骨密度

（YAM）に対する評価としてＴスコア

を、同一年齢の平均骨密度に対する評

価としてＺスコアを用いた。 

Ｔスコア＝（骨密度/YAM）x100 

Ｚスコア=（骨密度-同一年齢の平均

骨密度）/同一年齢の平均骨密度の

標準偏差。 

ダイオキシン類濃度については、

2010 年の一斉検診にて測定された結

果を用いて多重直線回帰による解析

を行った。居住地および body mass 

index (BMI)で調整し、末梢血ダイオ

キシン類濃度と骨密度Zスコアとの関

連を検討した。検出限界未満の測定値

は検出限界の 1/2 を代入した。対象者

の過半数が検出限界未満の異性体は

解析を行わなかった。両側 p<0.05 を

もって統計学的に有意と判定した。 

（倫理面への配慮） 

 データ解析は、匿名化された結果を



用いて行われ、個人情報の保護につい

厳重な配慮がなされた。 

 

C. 研究結果 
解析対象者は男性 227 名、女性 262

名で、福岡県 156 名（男性 62 名、女

性 94 名）、長崎県 207 名（男性 90 名、

女性 117 名）、その他の県 126 名（男

性 75 名、女性 51 名）であった。未認

定者は男性 69 名、女性 101 名で計 170

名であった。このうち、骨密度測定お

よびダイオキシン類濃度測定がなさ

れたのは、男性 170 名、女性 213 名で

あった（表１）。 

平均年齢は男性 66.9 才、女性 66.3

才、平均 BMI は男性 23.8、女性 23.1

であった。骨粗鬆症と判定される、YAM 

70％未満の低下を男性 7名(4.1%)、女

性では 80 名(35.9%)に認めた。認定者

と未認定者の間で、骨密度に有意な差

はなかった。 

BMI は、諸家の報告と同様、骨密度

Z スコアと有意に正に関連していた

（表２）。 

骨密度とダイオキシン類濃度との

関連を検討した結果を、表３に示す。

居住地および BMI にて調整すると、男

性においては有意な関連を認めなか

った。女性においては、骨粗鬆症の治

療歴の有無に関わらず、Z スコアと

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD に有意な負の関

連を認めた。 

 

D. 考察 
生体内で検出されるレベルのダイ

オキシン類濃度が骨代謝にどのよう

に影響するのかは、不明な点が多い。

グリーンランドのイヌイットにおけ

る調査では、PCB-153 と骨密度とが負

の関連を示すものの、性別や体重、治

療の既往などを考慮した多重直線回

帰モデルによる解析を行うと統計学

的に有意な関連がなかったと報告さ

れている(Cote, 2006)。Hodgson らは、

PCB 汚染を受けたスウェーデン住人

325 名の検討から、ダイオキシン様異

性体 CB-118 と骨密度との間に男性で

は負の、女性では正の関連があったこ

とを報告している(Hodgson, 2008)。

ごく最近では、Seveso での TCDD 曝露

において、骨密度と TCDD 濃度との間

に有意な負の関連がないことが報告

されている(Eskenazi, 2014)。 

我々は以前、複数のダイオキシン類

異性体と骨密度との間に、単回帰分析

において正の関連があることを報告

した（岩本、2014）。今回の解析では、

居住地域に加えて、BMI を用いて調整

したところ、男性においては有意な関

連を認めず、女性において一つの異性

体と Zスコアの間に、有意な負の関連

を認めた。しかしながら、有意差を認

めた異性体 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD は、

対照群と油症患者との間で、平均血中

濃度に違いがないことが報告されて

おり（Todaka, 2009）、結果の解釈は

慎重に行う必要がある。今後は精製し

た異性体を用いての in vitro/in vivo

での検証や、実際の骨折発生率の調査

を行い、油症が骨代謝に及ぼす影響の

有無を検討する予定である。 



E. 結論 
2010 年度の全国油症検診受診者にお

いて骨密度を測定し、女性において一

つのダイオキシン類異性体と骨密度

の間に、負の関連を認めた。 

 

F. 研究発表 
第 84 回日本整形外科学会・学術集会

（2014．5.22-25、神戸） 

ダイオキシン類が骨代謝におよぼす

影響の検討 

福士純一、徳永章二、古江増隆、岩本
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G. 知的財産権の出願・登録状況 
なし 
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